
正しい神経回路を作るために神経は移動する

　哺乳類の脳には、膨大な数の神経細胞が存在し、それぞ
れの細胞は決まった場所でお互いに連結して神経回路を作っ
ています。神経細胞はこの「決まった場所」に最初からいる
わけではありません。神経細胞は、脳の発達期の初期に脳室
（脳脊髄液で満たされた空間）表面に存在する母細胞から生
まれ、その直後から移動を開始して、機能するべき場所にた
どり着きます。この生まれた場所からの移動（“神経細胞移
動”と呼ばれます）のおかげで、複雑で機能的な神経細胞の
配置が出来上がるのです。しかし、この移動に異常がある
と、後々の神経回路に不具合が生じて、神経発達障害や機能
低下、てんかんなどが引き起こされやすくなります。神経細
胞の移動を調節するのは、遺伝子にコードされているタンパ
ク質の機能です。つまり、この神経細胞移動に関係する遺伝
子を見つけ、その機能を明らかにすることによって、神経回
路を作る分子機構の一端を明らかにすることができます。ま
た、それは将来的に、精神・神経疾患の病態解明と新規治療
法の開発につながると考えています。

神経細胞の旅立ちを調節するタンパク質を発見

　神経細胞は脳室（脳脊髄液で満たされた空間）表面に存
在するラディアルグリア細胞という“母 “細胞から生まれま
す。ラディアルグリア細胞から生まれた直後は神経細胞の足
（終足と呼ばれます）が脳室面に接着した状態で、動くことが
できません。この接着が剥がされてはじめて、神経細胞は移
動を開始し決められた場所にたどり着くのですが、神経細胞
発生の最初期段階ともいえるこの「終足離脱」がどのような
分子メカニズムで制御されているのかは、今までよくわかっ
ていませんでした。私たちは、脳発達時期の中脳において、
DSCAMタンパク質が神経細胞の終足に濃縮してくることや
DSCAMタンパク質の機能を阻害すると終足が脳室面から
剥がれなくなることなどを見出しました。これらの結果は、
DSCAMタンパク質が終足の離脱に関与していることを示し
ています。本研究は、神経細胞発生の最初期段階分子メカニ
ズムを解明しただけでなく、その異常によってもたらされる
様々な神経発達障害の理解にも繋がると考えられます。
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病態生化学研究部 は、自閉症、てんかん、小児脳腫瘍などの様々な精神・神経疾患に関わる病態解
明と治療法開発を目指して、脳神経系の発達期の発生機構とその不具合により引き起こされる病態の
分子メカニズムの解明に取り組んでいます。
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脳室面離脱を制御するDSCAMの模式図と終足に集積している図 正常な神経細胞(A)とDSCAMが機能しない神経細胞(B)の離脱様式の違い
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